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１．はじめに 



 大学図書館員の自己点検、自己評価、自己研鑽を目的とした 
 学習支援システムの構築並びに評価、分析を行う 

     e-ラーニング（WBT=Web-Based Training)を利用した 
     オンライン教育の手法を ヒントに考え出した造語。 
     図書館員のリテラシーやスキルアップのための自己学習を 
     あらわす。 
 
     L-ラーニングの”L”はLibrary Librarian Literacyをイメージ 

１．はじめに 
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１－２．活動目的 

１－１．L-ラーニングとは 
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１－３．研究分科会設立背景 

平成9年～ 大学図書館員のためのML内で「図書館員の専門性に
ついて」議論 

平成10年5月～11年2月 「資格試験」と「専門性評価試験」についてアンケー
トを実施（結果公表） 

平成14年6月 「Project ALTRE」の活動を開始 

平成15年3月17日 模擬試験テストページをMLメンバーに公開 

平成15年5月1日 プロジェクト名を「LL Project」に変更、一般公開の
開始（50問） 

平成15年11月1日 第2期の問題を公開（50問） 

平成16年4月1日 「L-ラーニング学習支援システム研究分科会」を発足 

*第1期 - Project ALTRE （有志7名） 
*第2期 - LL Project （有志10名） 
*分科会発足時 - 正会員7名 

１．はじめに 



２．これまでの研究活動 



7 

２－１．第１期（第１フェーズ） 

 Ｌ-ラーニング・オンライン模擬試験ホームページの問題作成・評価・分析   
    http://www.l-learning.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?item_id=63 
 

”実践”に重点を置き、 
大学図書館員の自己評価 

再研修をはかる 

２．これまでの研究活動 

http://www.l-learning.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?item_id=63
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２－１－２．第１期（第２フェーズ） 

 問題のデータベース化・図書館業務の体系化（体系別学習メニューの作成） 
 

 CMS(Contents Management System)Xoopsを利用したポータルサイトの作成    
 http://www.l-learning.jp/xoops/ 
 

模擬試験 

体系別学習メニュー（「エルラー的図書館体系」） 

２．これまでの研究活動 

http://www.l-learning.jp/xoops/
http://www.l-learning.jp/xoops/
http://www.l-learning.jp/xoops/
http://www.l-learning.jp/xoops/
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２－２．第２期 

  効果的な体系的学習の充実 
  

  レファレンスを題材に 
  

  グレード別学習 
  

  継続性 

 

 オープンソース Moodleを利用した、「エルラー的Blended Learning 」の提案 
   http://www.l-learning.jp/moodle/ 
  ※エルラー的Blended Learning：テキストベースのe-ラーニングコンテンツに、音声や動画等の 
    コンテンツ・携帯電話等のプラットフォームを融合し、ゲーム性を持たせたもの   

２．これまでの研究活動 

http://www.l-learning.jp/moodle/


  図書館業務のアーカイブ化 
  

  学習支援システムとしてのリポジトリ 
 

  コンテンツ登録でリポジトリを体験 
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２－３．第３期 

  大学図書館員による、大学図書館員のためのリポジトリの構築 
 

  Xoopsのモジュールとして動作するXooNips（オープンソース）を利用 
  http://www.l-learning.jp/xoonips/ 
 

現在サービス停止中 

２．これまでの研究活動 

http://www.l-learning.jp/xoonips/
http://www.l-learning.jp/xoonips/
http://www.l-learning.jp/xoonips/
http://www.l-learning.jp/xoonips/


３．今期の研究内容 



 L-ラーニング学習支援システム研究分科会  
 2012-2013会員 ：7名（正会員4名/MLネット会員2名/個人会員1名） 
 
 
＜メンバー＞ 
 
  代表： 小田切 夕 子（麻布大学附属学術情報センター）   
      金   子 和 代（早稲田大学図書館） 
      高 橋 泰 行（大正大学附属図書館） 
      村 上 明 子（桐蔭横浜大学 大学情報センター（図書館）） 
      澁 田   勝（獨協大学図書館） 
      佐 藤   恵（東北学院大学中央図書館） 
      小 山 信 弥（関東学院大学図書館） 
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３．今期の研究内容 



＜見えてきたこと＞ 
 

  分科会という「場」での意見交換は非常に有効 
          ⇒図書館員同士のコミュニケーションの重要性 
  

  積み重ねられない経験値を見える化するためのリポジトリ 
 

  「私立大学図書館協会が作るリポジトリ」のコミュニティ機能の   
  可能性 

＜前期までの研究背景＞ 
 

  業務委託導入等により専任職員が関わらない業務が増加 
 

  実務に携わらないため経験が蓄積されない 
 

  図書館員同士のコミュニティ自体が機能していない 
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３－１．前期までの整理 

３．今期の研究内容 



  業務の多様化・職員数の減少 
      ⇒少人数で担当せざるを得ず 

 
   

  他大学図書館との情報交換・悩み事の 
   

  相談ができたら･･･                  
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３－２．今期のテーマ設定の背景 

 
「図書館職員の情報プラットフォームとしてのリポジトリ」 
づくりの経験を継承し、全国各地の図書館員がコミットできる 

新たなコミュニティを！ 
   

＜メンバーの関心分野は・・・＞ 
 

   「リポジトリ構築・運用」が最も多い 

しかし 
「場」がない。。。 

３．今期の研究内容 

ならば！ 



  １．機関リポジトリ構築支援コンテンツの検討 
   
  ２．大学図書館員のコミュニケーションツールとしてのSNS 
    （ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の研究 
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３－３．テーマ設定 

 キーワードは 
「つながる」「コミュニティ」「情報共有」 

 

３．今期の研究内容 



  

 2つのテーマを実現するためには･･･ 
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３－４．情報収集・共有・発信ツールの検討 

  距離的障壁なく交流できる場所： SNS 
    

   ※SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）[1] 
      個人間のコミュニケーションを促進し、社会的なネットワークの構築を 
                  支援する、インターネットを利用したサービスのこと。趣味、職業、 
                  居住地域などを同じくする個人同士のコミュニティを容易に構築できる 
                  場を提供。 
 

       [1] デジタル大辞泉, ジャパンナレッジ (オンラインデータベース),  
                           入手先＜http://www.jkn21.com＞, (参照 2013-11-17) 
 
  ツールの検討 
 

     「情報収集・共有」に適したツール？：Facebook 
     「発信」に適したツール？：Twitter 

幅広い層に 
認知される 
仕掛けを！ 

３．今期の研究内容 
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３－５．アカウント作成 

Twitter 

３．今期の研究内容 
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３－５．アカウント作成 

３．今期の研究内容 
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３－５．アカウント作成 

Facebook 

３．今期の研究内容 



  

 検討にあたっての要因分析 
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３－６．機関リポジトリ構築支援コンテンツの検討 

   コンテンツ作成のノウハウや議論はDRF（デジタルリポ 
    ジトリ連合）で充分になされている（ DRF Wiki, DRF ML） 
 
   MLは情報量が多く、必要な情報が埋没しがち 
 
   DRFのMLに参加していない人、議論についていけない 
       初心者の存在 

３．今期の研究内容 
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３－６．機関リポジトリ構築支援コンテンツの検討 
  

 リポジトリ構築を検討中の大学を主な対象とし、導入事例などの 
 コンテンツを作成 
 
 

  ⇒Facebookのグループ機能を利用 
 
 
 
 
 
 

  【グループ名】リポジトリWG（私大図協_L-ラーニング分科会） 
 

  【設   定】非公開 、「情報」にグループ情報、参加方法 
                      などを明記 
 

  【参 加 方 法】まずはFacebookに登録。上記グループにアクセス 
 

  【参 加 承 認】管理人権限を分科会メンバー全員に付与 
 

 
   ※夏期集中研究会（2012年8月）においてグループメンバーのみで 
    テスト運用 

３．今期の研究内容 



  

 Facebookグループ  
 

 「リポジトリWG（私大図協_L-ラーニング学習支援システム分科会）」 
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３－６．機関リポジトリ構築支援コンテンツの検討 

３．今期の研究内容 



  

 スレッド構成 
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３－６．機関リポジトリ構築支援コンテンツの検討 

【答申・方針】 
・文部科学省 
・自己点検評価 
 
【補助金】 
・CSI 
・CSI 以外の実例 
 
【学内的な手続き】 
・どのような手続き 
・準備期間 
・用意した資料 
 
【運用規程】 
・いつまでに定めたか 
・内容 
 
【コンテンツ】 
・収集範囲：教材まで載せているのか、 
・収集方法 
・コンテンツ掲載の申請書事例 
・電子化：PDF,OCR 
・外注 

【広報：開始前】 
・広報実例 
・効果のあった手法 
 
【広報：開始後】 
・コンテンツ収集のための 
・学外アナウンス 
・継続的発展のためにやっていること 
 
【著作権】 
・参照した資料 
・出版社への問い合わせ文例（和文・英文） 
 
【システム】 
・管理・運用体制 
・登録作業の流れ 
 
【ベンダー】 
 
【参考文献・レビュー】 
 
【雑談・Q&A】 
 
【自己紹介】 

３．今期の研究内容 



  

 発信・展開 
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３－６．機関リポジトリ構築支援コンテンツの検討 

発信 

参加 

誘導 

コミュニティ：Facebook 

広報・発信ツール：Twitter 

情報 

３．今期の研究内容 
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３－７．大学図書館員のコミュニケーションツールとしての 
      SNSの研究 

 そのほかのSNS：LINE 
 

３．今期の研究内容 



26 

３－７．大学図書館員のコミュニケーションツールとしての 
      SNSの研究 

 そのほかのSNS：Google+ 
 

mixi 

３．今期の研究内容 
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３－７．大学図書館員のコミュニケーションツールとしての 
      SNSの研究 

 そのほかのSNS：Pinterest 
 

３．今期の研究内容 

図書館におけるPinterest活用例： 
      ニューヨーク公共図書館（NYPL） 
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３－７．大学図書館員のコミュニケーションツールとしての 
      SNSの研究 

 そのほかのSNS：Tumblr 

Tumblrを利用したブログ：東京藝術大学図書館 

３．今期の研究内容 
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３－７．大学図書館員のコミュニケーションツールとしての 
      SNSの研究 

 SNSに近い情報共有ツール：サイボウズLive 
 

３．今期の研究内容 
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３－７．大学図書館員のコミュニケーションツールとしての 
      SNSの研究 

 SNSに近い情報共有ツール： Wiki 

Wikiの例（DRF：デジタルリポジトリ連合） 

３．今期の研究内容 
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３－７．大学図書館員のコミュニケーションツールとしての 
      SNSの研究 

  

 LINEの可能性に着目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
  

＜LINE＞[2] 
 

 スマートフォンなどで無料の通話、メールができるアプリ。 
 インターネット事業を行うNHNジャパン（本社・東京都渋谷区）が2011年 
   6月に公開した。LINEがインストールされたスマートフォン同士では、パケ 
 ット通信を利用した音声通話やチャット形式のメール送受信が可能で、パケ 
 ット定額プランに加入していれば、通話料金を気にせず電話ができる。 
 

    [2]情報・知識 imidas, ジャパンナレッジ (オンラインデータベース), 入手先＜http://www.jkn21.com＞,  
         (参照 2013-11-17)  

 

 
    
 
 
 

  ユーザー数の爆発的増加      学生ユーザーが多い[3] 
 

  非常時に使えるツール   

 

  分科会メンバーの多くが未体験 

   
 

[3] 「大学生の友人関係に関する意識調査」(公益社団法人東京広告協会2012年10月)  http://www.tokyo-ad.or.jp/pdf/FUTURE2012.pdf 
   マーケティングを学ぶ学生団体「大学生意識調査プロジェクト（FUTURE2012）」により首都圏の大学に在籍する大学生1,029名 
  （有効回答数800）を対象に実施 
 

 

なぜ LINE? 

３．今期の研究内容 

大学生のSNS利用率 
LINE：90.7%, Twitter：87.7%, 

Facebook：66.2% 
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３－７．大学図書館員のコミュニケーションツールとしての 
      SNSの研究 

  

 LINEのしくみ － アカウント作成 
  

Facebookアカウントで登録 電話番号で登録 

いずれも登録情報がLINEのサーバーに送られる 

３．今期の研究内容 
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３－７．大学図書館員のコミュニケーションツールとしての 
      SNSの研究 
  

 LINEのしくみ － 「友だち」 
 

１．電話帳に登録している人と「つながる」 
 
     

    スマートフォンの電話帳に登録している人の中でLINEユーザーがいた 
  場合、LINEの中で「友だち」となり、連絡を取ることができるように 
  なる 

３．今期の研究内容 

LINEホームページ「安心安全ガイド 保護者のみなさまへ」より ＜ http://line.naver.jp/safety/ja/parents.htm ＞, 
    (参照 2013-11-14)  
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３－７．大学図書館員のコミュニケーションツールとしての 
      SNSの研究 
  

 LINEのしくみ － 「友だち」 
  

 

２．電話帳に登録していない人と「つながる」 
  １）LINE IDで検索 
  ２）ふるふる（GPS機能を利用） 
  ３）QRコード読み取り 

LINEホームページ「安心安全ガイド 保護者のみなさまへ」より ＜ http://line.naver.jp/safety/ja/parents.htm ＞, 
    (参照 2013-11-14)  

３．今期の研究内容 
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３－７．大学図書館員のコミュニケーションツールとしての 
      SNSの研究 

  

 LINEにおけるコミュニケーションの形態 
 
  

1対1の「トーク」 

複数のメンバーに連絡を取ったり 
情報を共有する「グループトーク」 

３．今期の研究内容 
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３－７．大学図書館員のコミュニケーションツールとしての 
      SNSの研究 

 

  LINE「グループトーク」 

例）図書館休日開館日の地震発生時に 
職員4名で行った情報交換の記録 

この機能を利用すれば 
コミュニティづくりが可能？ 

３．今期の研究内容 
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３－７．大学図書館員のコミュニケーションツールとしての 
      SNSの研究 

  

  運用イメージ 

広報 
 

コミュニティ管理人の
LINE IDと共に発信 

③グループへ招待 

④グループ参加 

②友達登録 

①管理人に友達申請 

誘導 

情報 

 

・個人に紐づけられているLINE  
 ID公開を公開することの危険性 
・申請する側も受ける側も、原則 
 個人の携帯やスマートフォンで 
 アクセス 
・申請を受ける側も相手が図書館員 
   かどうか、申請段階では判別困難 

リスク 

コミュニティ管理人 
（LINE IDを取得） 

３．今期の研究内容 



  

 新たなサービスと新たなリスク 
 
  

３．今期の研究内容 
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３－７．大学図書館員のコミュニケーションツールとしての 
      SNSの研究 

リスク 

独立行政法人情報処理推進機構技術本部 セキュリティセンター  
＜ http://www.ipa.go.jp/security/txt/2013/11outline.html ＞(参照 2013-11-18)  
＜ http://www.ipa.go.jp/security/txt/2013/10outline.html#5 ＞  (参照 2013-11-18)  
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 1）Facebook 

３－８ ． Facebook, Twitter, LINEの特徴 

特徴 ○：メリット ×：デメリット 

アカウント 
登録 原則実名 

○：「炎上」事例が少ない  
○：知人を見つけやすい   
×：実名公表のリスク（個人情報） 

つながり 
（友達） 

双方の同意のもとに 
成立 
（友達申請⇒承認） 

○：クローズドな環境下で安心して交流できる 
×：自分の投稿や写真を友達に「共有（シェア）」された場合、第三 
      者に閲覧される場合がある 
×：なりすましアカウント等による個人情報の収集 

情報公開範囲 フレキシブルに設定
できる 

○：情報の公開範囲を自身で設定できる（「全体に公開」「友達のみ 
      に公開」「特定の友達を除いた友達に公開」など） 

投稿文字数 上限なし ○：写真・動画も投稿可（リンク・シェア） 

情報の 
拡散性 中 

○：「シェア」によって拡散 
×：情報公開範囲の設定によっては自分の投稿を友達にシェア 
      され、第三者に閲覧される場合がある 

コミュニティ 

・コミュニティづくりが 
  容易 
・グループウェアと 
 しても利用可能 

○：グループ機能により、特定のテーマについて意見交換できる 
     コミュニティづくりが可能 
○：グループにはファイルアップロード機能やイベント管理機能に  
     より、情報共有用のグループウェアとしても活用できる 

３．今期の研究内容 
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 2）Twitter 
 
 
 
 

特徴 ○：メリット ×：デメリット 

アカウント 
登録 

匿名が多い ×：匿名のため多種多様なユーザーが存在 

つながり 
（フォロー） 

相手の同意は不要（非公開
アカウントは承認制） 

○：不特定多数への発信に適している 

情報公開範囲 
ツイート全体の公開・ 
非公開の選択のみ可能 

○：非公開アカウントの投稿は自分をフォローしている人 
   のみ閲覧可能 
×：公開アカウントの投稿は、フォローしなくても閲覧可能 

投稿文字数 140文字まで 
○：本音が出やすい 
×：気軽に書き込めるため、誹謗中傷・犯罪行為の公開等の 
     「炎上」が起こりやすい 

情報の 
拡散性 

高 

○：リツイート（誰かのつぶやきを自分のフォロワーに見せる 
     機能）により、情報が素早く大量のユーザーに拡散される 
     ⇒災害時の活用（例：東日本大震災） 
○：情報の流れが速いため、広報ツールに適している 

コミュニティ グループ機能なし 
○：1対1のコミュニケーションを深めることができる 
×：複数人で情報を共有・議論することが難しい 

その他 
○：リアルタイムなコミュニケーション（通常の会話に近い感覚） 
×：情報が多く、タイムラインの流れが速い（必要な情報を逃す） 

３．今期の研究内容 

３－８ ． Facebook, Twitter, LINEの特徴 
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 3）LINE 
 
 
 
 

特徴 ○：メリット ×：デメリット 

アカウント 
登録 

電話番号・Facebookアカ
ウントのいずれかで設定 

×：匿名のため多種多様なユーザーが存在 

つながり 
（友達） 

・携帯電話のアドレス帳 
 との紐づけ（初期設定） 
・「LINE ID」で検索し友達 
 申請 

○：電話・メールアドレスで紐づけられるので、現実世界で身近な 
  人とのコミュニケーションをより深めることができる 
×：アドレス帳自動同期により、意図しない人と友達になってしまう 
×：アドレス帳との同期を行わない場合「LINE ID」で紐づけされる 
     が、IDが流出すると悪用される危険性がある 

情報公開範囲 友達にのみ公開 ○：「友達＝身近な人」であるため、安全性が高い 

投稿文字数 500文字まで ○：テキストのほか、画像・動画・音声・スタンプ（イラスト）も投稿可 

情報の 
拡散性 

低 
※企業広報用アカウント「LINE@」（有料）では、友達申請のあった 
 ユーザーに対しクーポンやセール情報等を発信することができる 

コミュニティ 
複数人によるグループ
トークが可能 

○：身近な人同士でコミュニケーションを深めることができる 
×：「LINE ID」を公開して作成するグループには素性の分からない 
     人も入るため、荒らし行為が起こることもある 

その他 
○：リアルタイムなコミュニケーション（通常の会話に近い感覚） 
○・×：送ったメッセージを相手が読んだかが分かる（既読機能） 

３．今期の研究内容 

３－８ ． Facebook, Twitter, LINEの特徴 
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Twitter 

３．今期の研究内容 

３－９ ．大学・図書館におけるSNSの活用例 

広報ツールとして 
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Facebook 

図書館公式Facebookページ 大学職員情報交換用コミュニティ 
Facebookグループ「Teamダイガク夜話」 

国大図協海外派遣事業Facebookページ 
国立大学図書館協会海外派遣事業の情報発信用 

３．今期の研究内容 

３－９ ．大学・図書館におけるSNSの活用例 
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LINE@ 

LINE@による大学広報 

３．今期の研究内容 

３－９ ．大学・図書館におけるSNSの活用例 
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３－１０．新たなコミュニティのかたち 

Face 
book 

 
情報共有
ツール 

 

Twitter 
 

情報発信（広報） 
情報収集ツール 

プライベート 

パブリック 

情報共有 情報発信 

それぞれの特徴を踏まえ 
より幅広い層に認知される 

コミュニティを 

３．今期の研究内容 
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３－１１．課題 

  

  
  

  本来SNSが持っている「つながり」を広げる検証 
 

   ⇒（今期）アカウント作成・メンバー間のテスト的なやりとりのみ 
 
 
  実践例を踏まえた、あらたな活用シーンの考察・提案 
  （複数のツールを組み合わせた活用方法の検討を含む） 

３．今期の研究内容 



４．今後の展望 
  
 
 

~大学図書館員のコミュニティづくりへのSNSの活用~ 



４．今後の展望 
   ~大学図書館員のコミュニティづくりへのSNSの活用~ 
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４－１．議論と試行から見えてきたこと 

  

   
  職員同士の意見交換の場の必要性 
 

  ツールの存在、仕組みの理解不足 ⇒イメージ先行（例：SNSは危険なもの） 
 

  互いに教え合い、学び合うことから新たな発見が生まれる 
    ⇒情報リテラシー教育、アクティブラーニングの実践にも 
 

  個人情報漏洩に対する知識と自衛の重要性 
 

  O2O[4]の重要性 
 

  LINE@（ビジネス向け広報用アカウント）などの特徴的なツールの可能性 
 

  目的に合わせ、ツールの併用もあり 
 

  多様なツールを持つことにより、対象者への多角的なアプローチが可能に 
 

  潜在的なニーズや問題点を発見できるツール 
    ⇒非日常的なコミュニケーションの場から生まれる「本音」の言葉や思い 
 

  緊急時の通信手段として活用できる 
  

   [4] ：Online to Offline：オンラインでの情報発信によりオフラインの活動に影響を与えること 
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４．今後の展望 
   ~大学図書館員のコミュニティづくりへのSNSの活用~ 

それぞれの特徴を知ることで、「図書館情報の外部への 
情報発信・共有ツールとしてのSNS」の可能性を見出す 

図書館員がSNSを実際に使うことで、各自の所属図書館に 
おける新しいサービス展開を考えることができる 

 ＜大学図書館員のSNSに対する取り組みの例＞ 
 

“南洋理工大学（Nanyang Technological University：NTU）では，図書館の職員が全員ブログ
やFacebook，Twitterなど何らかの形で利用者とのコミュニケーションに関わることとし，その
ための研修も行っている。ライブラリアンが教員にブログの使い方をアドバイスし，研究成果
の発信につなげている例もある。” 
 
天野絵里子. シンガポールで「未来の図書館」を考える：IFLA WLIC 2013. カレントアウェアネス-E. 
2013, E1479＜http://current.ndl.go.jp/e1479＞ （参照 2013-11-17) 

４－２．コミュニティから、一歩前へ！ 
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４－２．コミュニティから、一歩前へ！ 

図書館員自らが 
「SNSを使ってみる」ことに

よって･･･ 

自学にフィードバックし 
新たなサービスを展開できる 

･･･かも？ 

４．今後の展望 
   ~大学図書館員のコミュニティづくりへのSNSの活用~ 
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図書館員のリテラシーや 
スキルアップのための学修支援システム、 
SNSの活用に関心のある方 
 
私たちと一緒に活動してみませんか？ 
 
L-ラーニング学習支援システム研究分科会では 
そんなあなたをお待ちしています！ 
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ご清聴 
ありがとうございました 
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